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幼児の幾何図形模写における｢角の強調｣表現の出現と消失
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Table1 ｢角の強調｣表現を示した被験児の模写結果 (基本実験)
被験児 試行回 正三角形 45度回転正方形 菱 形
(CA) 結果 起点 結果 起点 結果 起点
強調Ad DA 1 ○ 損 ○ 頂 ○ 頂
(3:07) 2 (⊃ 頂 ○ 頂 潤
HS 1 ○ 頂 頂 ○ 頂(4:06) 2 - 辺
TA 1 - 頂 辺 辺
(4:08) 2 ○ 頂 頂 -頂
強調Pr+Ad TS 1 ●辺 頂 ●辺(3:09) 2 辺 頂 ○ 過
KH 1 ○ 頂 ●頂 ●○辺(4:ll) 2 辺 近 追
強調Pr HK 1 損 + 頂 ●辺
(3:10) 2 頂 頂 ●辺
MS 1 辺 ●辺 近(4:03) 2 辺
YT 1 -頂 頂 ●辺
(4:04) 2●辺 頂 辺
UT 1 + 頂 頂 -頂
(4:09) 2 + 頂 頂 辺
YF 1 - 頂 -頂 辺
(4:10) 2 - 頂 ●頂 辺
YK 1 + 頂 + 頂 ●近
(5:00) 2 + 頂 + 頂 辺
YH 1 + 頂 - 頂 ●辺
(5:05) 2 + 頂 - 頂 辺
SK 1 ●近 + 頂 潤
試行回:1及び2の数字はそれぞれ第1試行､第2試行を示す｡












































被験児 △ ◇ ◇
Y H l試行目 1r> 1ロ ぴ
2試行目 △ 1
(CA5:05)
K H l試行目 A l l □ 常 2





















































































































































































被験児 試行回 正 三 角 形 45度回転正方形 菱 形
(CA) 結 果 起 点 結 果 起 点 結 果 -起 点
YT 1 頂 - 撹 辺
(4:04) 2 頂 - 頂 近
UT 1 + 辺 -頂 ●頂(4:09) 2 辺
KH 1 ●辺 ●辺 辺
(4:ll) 2 辺 辺 ●辺
YK 1 + 頂 ●辺 ●頂(5:00) 2 辺
YH 1 + 頂 頂 + 頂
(5:05) 2 + 頂 頂 + 頂





















































･試行目 △ 』 専





66 長野大学紀要 第16巻第1･2号合併号 1994
においては､見本図形の各辺を色分けして提示する
ことにより､見本から構成要素としての ｢辺｣の抽
出を促したところ∴その条件下で｢角の強調｣表現は
消失した｡また､実験ⅠⅠにおいては､立体見本を視
覚に加え触覚で知覚させることにより､見本から構
成要素としての ｢辺｣の抽出を困難にしたところ､
｢角の強調｣表現が明瞭なものになった｡このよう
な2つの条件での模写結果は､｢強調Pr｣のタイ
プの ｢角の強調｣表現を示す要因が､描画を行な
う際に見本図形中から ｢辺｣を構成要素として抽
出できないことであることを明確に示しており･､
｢強調Pr｣の ｢角の強調｣表現は､｢図形の構成要
素として辺を分離 ･抽出できない点にのみ問題が
存在する｣という野口(1992)8)の推論を裏付ける
ものであろう｡
したがって､｢強調 Pr｣のタイプの｢角の強調｣
表現の消失を促すためには､見本図形の構成要素
が ｢辺｣であることを意識させる必要があると推測
される｡そのためには､実験 Ⅰ及び従来の研究 (梅
津,19316); Kaspereta1.,19644);宍戸,19895))
のように､見本の各辺を色分けした条件での模写
を実施することが基本的に有効であろう｡但し､
KHのように各辺が色分けされた図形を模写する
本条件下では ｢角の強調｣表現が消失しても､単
色の見本では再び ｢角の強調｣表現を示す者が存
在していた｡つまり､色分け見本模写条件で ｢角
の強調｣表現を消失させ得たとしても､それは一
定の状況のもとで一時的に描画のパフォーマンス
を改善させたにすぎないことがあり得る｡安定し
たパフォーマンスの改善を促すためには､何らか
の別の条件を設定していくことが必要とされるの
であろう (そのような条件を模索していくことが
次の課題である)0
また､本研究では ｢閉じた図形に線などを付加
する｣タイプ (｢強調Ad｣)の ｢角の強調｣表現に
ついては検討し得なかった｡今後は､｢角の強調｣
表現における2つのタイプの関連性､そして特に
｢強調Ad｣のタイプの出現要因及びその消失を促
す条件などについて十分な検討を行なう必要があ
ると思われる｡
(1994.6.30 受理)
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